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作用は J1- A(2+Tle)/16,J2- 人1C/16であり､
異方性パラメータは△1,α-Kα(2-rle)/(2+りe),
△2,α-打｡(礼 -16/3,g0-4)で与えられる｡
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図 4:1/6Hl/2の展開係数の比 rlの1/‖衣存性･実
線は漸近形 rl- 入C-1【1+(Z,-1)/l](入C - 0.29,
〟-0.7)である｡
モデルであるという議論がなされている｡【8】この
場合､L'= 0.67が期待されるが､これは上述の結
果と矛盾しない｡
§5.まとめ
1/5-depletedsquarelattice上のハイゼンベルグ
反強磁性体の磁化過程を摂動展開､有限サイズクラ
スターの対角化によって調べた｡その結果､CaV409
では214<H<271(T)で磁化が一定値M -Ms/2
をとること､又､M -3Ms/4のプラトー/非プラ
トー転移点の近傍に位置することが明らかになっ
た｡更に､級数展開の方法を用いて､ブラケット構
造をもつ正方格子ハイゼンベルグ反強磁性体のプラ
トー/非プラトー転移の臨界指数を求め､3次元古
典XYモデルと符合する結果を得た.
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